








本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

図10 漁獲管理規則案の下での親魚量と漁獲量の将
来予測（現状の漁獲圧は参考）

将来の加入量を再生産関係による加入のみとし、βを
0.8とした場合の漁獲管理規則案に基づく漁獲を継続
した場合の将来予測結果を示す。

親魚量の平均値は目標管理基準値案を上回って推移
する。漁獲量は一旦、MSY水準を下回るものの、そ
の後増加し、MSY水準付近で推移する。

漁獲管理規則案に基づく将来予測
（β=0.8の場合）

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1千回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。

MSY

目標管理基準値案

限界管理基準値案

禁漁水準案

SBmsy 5,701トン MSY
1,591トン

ヒラメ（日本海北部系群）⑤

2025年10月31日公開

年 年





本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

図11 種苗放流を想定した場合の漁獲管理規則案の下で
の親魚量と漁獲量の将来予測（現状の漁獲圧は参考）

放流由来の加入を加算し、βを0.8とする漁獲管理規則案
に基づく漁獲を継続した場合の将来予測結果を示す。放流
由来の加入尾数は2021～2023年の放流実績の平均値（放
流尾数204万尾）と2022～2024年の添加効率*の平均値
（0.063）の積とした。親魚量の平均値は目標管理基準値
案を上回って推移する。漁獲量は一旦、MSY水準を下回
るものの、その後増加し、MSY水準を上回って推移する。

漁獲管理規則案に基づく将来予測
（β=0.8の場合）

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1千回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。
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*添加効率は放流個体が資源に加入する比率。
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代替漁獲管理規則案（上限下限ルール）のパフォーマンスを評価するため、管理開始当初（2026年）・管理中
盤（2027～2030年）・管理終盤（2031～2035年）における漁獲量の平均値や管理開始6年目および11年目の
親魚量、管理目標の達成確率や望ましくない状態に陥るリスクを示す。

表7．代替漁獲管理規則案（上限下限ルール）のパフォーマンス評価（β＝0.8の場合）

上限下限ルールを適用した場合、管理1年目の平均漁獲量は基本ルールを適用した場合よりも多いが、管理中
盤以降ではやや少ないと予測された。漁獲管理規則案が導入された10年間で1度でも限界管理基準値案、禁
漁水準案を下回る確率はいずれの漁獲管理規則案においても0%であった。

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

      

 

管理目標

1年目
2～5年

目平均

6～10年

目平均
6年目 11年目

2026年
2027～

2030年

2031～

2035年
2031年 2036年

基本ルール 0.8 1,137 1,694 1,788 8,040 7,523 84% 0% 0% 0%

上限下限ルール（±10%） 0.8 1,593 1,545 1,767 8,086 7,709 72% 0% 0% 0%

上限下限ルール（±20%） 0.8 1,416 1,620 1,784 7,995 7,524 83% 0% 0% 0%
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